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Abstract 
During the Edo period, Yamato Baiyaku (patent medicine business) was 
overwhelmed by Toyama Baiyaku's organizational power and sales expertise. 
The Meiji Government started to impose heavy taxes on patent medicine 
business. In order to deal with it, distinct organizational structures of patent 
medicine businesses were established in Nara and Toyama prefectures with 
the initiative of Yamato Baiyaku and Toyama Baiyaku. They have endured the 
change of social, economic, and political environments for years, establishing 
indigenous industries of drug and patent medicine in Nara and Toyama 
prefectures. The business of Baiyaku, which is now called Haichi Katei Yaku 
(household deposit medicine), have survived as a traditional industry with the 
management principles of “Value First, Money Later” and “Door-To-Door Visit” 































気つけ薬として服用された丸薬)が主力商品であった（根井, 1997, p.19; 吉岡, 
1981, p.151）。反魂丹は行商のために開発・製造された売薬ではなく、領外から
入ってきたものであり、反魂丹が富山藩内で一般販売されるようになったのは貞
享年間（1684～1688 年）の頃であった（塩澤, 2004, p.25）。 
一方、大和の名薬としてつとに知られる「三光丸」が創製されたのは鎌倉末期











中心に参詣客や旅人の間に広まっていった（鈴木, 2005, p.145; 新村, 2006, p.127; 



















どが挙げられる（幸田, 2015, p.51; 2009, p.149）。 
 
2. 大和売薬行商人の仲間規約－薬種屋合薬屋仲間と仲間取極議定連印帳－ 
 富山売薬の場合、第 1 に、富山藩の統一的施策や長期に及ぶ免税による支援政
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月に許可された（奈良県薬業史編纂審議会編, 1991, p.49）。 
















に競合状態から軋轢が生じた。その結果、明治維新の 2 年前の 1866（慶応 2）7













る。まず大和国の高取は、大和高取藩植村氏高 2 万 5 千石の城下町であったが、












編, 1999, p.25）。それでも 1870（明治 3）年、政府は、和漢薬についていったん
は従来通りの販売を認める通達を出したが、同年末には一転して「売薬取締規則」
を公布し、売薬の取り締まりに転換する。その後売薬行政の所管を大学東校（東














売薬には薬能を骨抜きにされた商品もあった」という（二谷, 2000, pp.21-22）。 
  そして 1882（明治 15）年 10 月、売薬業者を徹底的に苦しめる「売薬印紙税規
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 1905（明治 38）年 5 月、売薬税法が施行されるのに伴い、売薬印紙税は、売薬
営業税と売薬印紙税の２種からなる「売薬税」に呼称が変更され、税負担は若干
軽くなった。売薬税は、1910（明治 43）年と 1923（大正 12）年の２度の改正を
経て、1926（大正 15）年に廃止された。その背景には、政府が売薬を安価な医療
と位置づけたことによる。ここに、1883（明治 16）年に施行されてから 43 年の
長きにわたって売薬業者を苦しめてきた売薬印紙税は、幕を閉じることになった。 





















帳を担保とした金融が行われてきた（幸田, 2015, pp.58-59）。 
  1875（明治 8）年、廣貫堂は、売薬業者が明治期に入っても旧来の組織形態を
継続して個別に行商を行ってきた時代に、懸場帳の所有者を株主とする会社組織
に転換した(2)。主たる株主は旧富山藩時代からの売薬業者たちで、彼らを中心に
江戸時代に組織した仲間組を 21 組に再編した（深井, 1953, p.41）。旧態を残す売
薬業においては依然として和漢薬を中心に取り扱っていたが、廣貫堂をはじめと
する富山の売薬業者は積極的・漸進的に売薬に洋薬を配合する方向に向かってい
った（二谷, 2000, p.24）。 
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のおよそ 30%、大正期に入っても 4 分の 1 を占める、富山売薬業の中心的企業で









和売薬の中心地として発展した（奈良県薬業史編纂審議会編, 1991, p.232）。 
  1902（明治 35）年から 1920（大正 9）年にかけて、地域別に大和の売薬営業
者数の推移をみてみると、高市郡が 126 人から 201 人、南葛城郡が 74 人から 132
人、奈良市が 45 人から 85 人へと、売薬営業者が 6～9 割程度増加した。また 1920
（大正 9）年時点で請売者が多いのは、宇智郡（285 人）、吉野郡（272 人）、奈良
市（264 人）、磯城郡（236 人）、行商人が多いのは高市郡（2,038 人）、南葛城郡





売薬業者の 3 分の 1 が集中・分布していたのである（古川, 1953, p.44-45）。 





記したものであった（三光丸同盟会創立百周年記念誌編集委員会編, 1999, p.4）。 







上, 132, 139）。 
1910（明治 43）～1940（昭和 15）年の大和売薬行商人の数は、明治末期から
大正期にかけて、ほぼ 5 千人前後で横ばいに推移していたが、昭和に入ると一気
にその数はおよそ 5 倍の 2 万 5 千人余りに急増し、毎年 2、3 千人ずつ右肩上が
りに増え続け、1935（昭和 10）年にはおよそ 5 万 5 千人でピークに達した。翌
年には３分の 1（およそ 1 万７千人）にまで急減し、その後は逓減傾向を示し、
1940（昭和 15）年には大正期の人数（およそ 4 千人）にまで戻ってしまった。ま
た年度別に三光丸生産高（1905-1998 年）をみると、三光丸同盟が結成された当
時のデータは不明だが、1905（明治 38）年度から 1922（大正 11）年度のピーク
に至るまで、生産高は右肩上がりに伸び続け、とくに同盟規約が改正された前後
の年度はその前年度に比べて高い伸び率を示している（三光丸同盟会創立百周年





















（大正 3）年から 1939（昭和 14）年の間、海外進出（輸出）を果たし（同上, p.68）、
国内外ともに順調な経営を続け、健胃胃腸薬三光丸の名を全国に広めた。 
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よる統合合併を受け入れ、戦後を迎える。統制が排除された 2 年後の 1947（昭和
22）年、三光丸本店は株式会社三光丸に組織を変更すると、その後同盟会員の数
は順調に増加傾向をたどった。昭和末期になると同盟会員は減少傾向に転じるが





 1986（昭和 61）年 8 月、①新規採用の出張所（同盟会員）社員、②古くからの
同盟会員・社員の中で再研修希望者、③同盟会員の子弟・知己・将来配置で身を
立てたい者などの研修（新付け方法と回商方法）を目的とした（株）三光丸配置




























(2) 廣貫堂の株式会社の設立年については 1875(明治 8 年)以外に、以下のように 1876(明治 9)
年あるいは 1877(明治 10)年とする文献もある。「明治 9 年 3 月富山市に廣貫堂なる売薬會社
設立せられ市中の重なる営業者皆之れに加盟せるも 10 年 1 月売薬規制発布せられ営業税は
創設せられ同年5月には売薬結社禁止の令ありて廣貫堂は其組織を存続するを得ざりき・・・」
(猪谷,1923, p.126); 「廣貫堂は明治 10 年（1877）に設立・・・」（二谷, p.2000, p.20）  
(3) 売薬という言葉は、1943（昭和 18）年の薬事法で廃止され、配置家庭薬と呼ぶようになる。 
(4) 三光丸の HP・パンフレット等では三光丸団社の創設を 1897(明治 30)年としているが、文
献（武知, 1995a）には 1901(明治 34)年創設とある。団社として創設される以前にすでに新規
得意先を開拓する組織がすでに活動していたということなのかもしれない。 
(5) （株）三光丸配置研修部は、2012(平成 24)（株）三光丸本店と合併し（株）三光丸となった。 
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The Emergence of Born Global Companies: The Secret of 
Early Internationalization and Sustainable Competitive Advantages  
 
                                             Hisato Nakamura 




  In Japan, it’s almost 20 years since the collapse of bubble economy, but we  
can’t still get out of economic stuck.  It’s almost impossible for Japanese  
company to generate income depending only on domestic demand. With that 
in mind, it is the born global company (we say BGC hereafter) that attracts  
people’s attention. 
  After considering the background of the emergence of BGC which can be  
divided into two factors, external and internal, this paper, in the first place,  
unveiled the internationalization process of BGC.  Concretely speaking, this 
paper clarified what the difference of internationalization process between 
traditional large-sized MNEs and BGC is, and why the difference comes out.  
And more importantly, this paper clarified why BGC can realize early 
internationalization and what factors to make it possible are. 
  In the second place, this paper clarified why BGC which has only few 
management resources can compete with traditional large-sized MNEs in 
international market.  And in that case, what is the source of sustainable 
competitive advantages of BGC?  For these issues, this paper analyzed  
from the following four views: resource-based view, network view,  
international entrepreneurship view, and ‘metanational’ management view. 
Lastly, this paper introduced concretely the cases of BGC and born-again 
global companies in Japan.  
 
Keywords 
  born global company(BGC); SME; early internationalization; sustainable 
competitive advantages 
 
                                                                              
Introduction 
In Japan, after the collapse of bubble economy, ‘lost decade’ had passed 
over and it was replaced with the words of ‘lost two decades.’  How can we 
overcome such a condition with economic stuck in a rut?  Even now, it is 
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